
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉城地区（ＪＴ跡地、ＮＨＫ跡地）保存活用基本構想 

 第１章 策定の経緯と目的 

策定の経緯 

熊本城は平成28年熊本地震によって大きな被害を受け、熊本市は「熊

本城復旧基本計画」（平成30年3月策定）に基づき復旧事業を進めてい

ます。現在ＪＴ跡地は熊本城復旧工事の資材置場として使用貸借し、ＮＨ

Ｋ跡地では建物・土地を熊本地震関連資料の保管庫などに使用貸借してい

ます。 

熊本城の復旧には今後も長い年月を要するため両跡地の利用が必要とな

ることや、歴史的・文化財的な価値の保存および調査研究の情報発信や

「文化交流ゾーン」としての活用を図るため、両跡地の保存活用について

基本構想を策定することとしました。 

 

策定の目的 

本構想は、千葉城地区のＪＴ跡

地及びＮＨＫ跡地の両地区を対象

として、特別史跡への追加指定と

熊本城の復旧期間内の活用並びに

復旧完了後の史跡整備を適切に進

めていくための保存活用の基本的

な方針を定めるものです。 

 第２章 千葉城地区の概要 

千葉城地区の位置と歴史 

千葉城地区は、旧熊本城域において北東側を占めていた場所で、本丸地区に隣接しています。また歴史

的には、中世に城が築かれたとされる場所で、熊本城の出発点ともいえる場所です。 

戦後多くの公共施設や民間施設・民家が建てられ、旧熊本城域６地区の中でも最も開発が進んだ地区と

なっていますが、城域を区分する旧坪井川流路や崖などの地形・景観を残しており、熊本城跡の成り立ち

を理解するために大変重要な地区です。 

近世には武家屋敷が置かれ、近代には聨隊
れんたい

区
く

司令部
し れ い ぶ

や憲
けん

兵隊
ぺいたい

本部
ほ ん ぶ

､偕
かい

行社
こうしゃ

などがありました。さらに千葉

城地区は、宮本武蔵の旧居があった場所としても有名です。また天守・重要文化財の櫓群・石垣等を望め

る視点場、併せて中心商店街からのアクセスとしても、大変重要な位置を占めています。 
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「文化交流ゾーン」
本丸地区と隣接した空間を活かし、史跡・公
園整備等による旧城域としての一体的な保存
を図る。あわせて、エントランスとして位置
づけ、既存の文化施設等も活用して市民等が
歴史文化・芸術に親しむ場とする。

「歴史学習体験ゾーン」
既整備の教養施設との相互連携を深
め、熊本城跡の魅力と価値を高める。

「新町城下町ゾーン」
城下町としての環境醸成に努め、旧城
域との連続性を図る。

「本丸城郭ゾーン」
遺構の適正な保存とともに、遺構や復元建造
物を活用し、往時を体感できる場とする。

「緑の憩い広場ゾーン」
景観の維持と遺構の明確化を進め、市
民や観光客が歴史を感じ・憩う場とし
ての活用を行う。

千葉城地区

「古城歴史ゾーン」
「エントランスゾーン（桜の馬場地区）」
往時の景観を体感できる地区として整備する。
特に、桜の馬場地区はエントランスゾーンとして熊本城見学
の拠点とする。

特別史跡

旧城域

惣構

ＮＨＫ
跡地

ＪＴ
跡地

【概要版】平成31年1月 熊本市 

熊本城跡 資料１－② 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特別史跡熊本城跡保存活用計画」Ｈ30.3 

第５章 活用・整備  

第２節 整備 

３ 地区ごとの整備方針 

千葉城地区：「文化交流ゾーン」 

本丸地区と隣接した空間を活かし、史跡・公園整備等を行なって旧城域としての史跡の一体的な保存を図る。

あわせて、城下町側からのアクセスを意識したエントランスとしての位置づけ、既存の文化施設等も活用し

て市民等が歴史文化・芸術に親しむことができるなど地域の魅力向上に資する地区として整備する。 

 

「熊本城復旧基本計画」Ｈ30.3 

第４章１（1）崩落・倒壊した石垣・建造物等部材の回収・適切な保全 

③石材と建造物等部材の保管ヤードの計画 

旧日本たばこ産業（ＪＴ）跡地、旧ＮＨＫ熊本放送会館跡地、旧熊本合同庁舎跡地、古城地区の一部

などを保管ヤードとして活用する検討を行います。 

第４章４（２）復旧過程の文化・観光資源等としての活用 

     ①復旧過程を見る、学ぶ、楽しむ （復旧情報の発信） 

被災状況や復旧工事の状況、築城や修復の技術、調査成果などの理解を深め、多くの方々が繰り返し

熊本城を訪れ、楽しむことができるような工夫に努めていきます。 

その他の上位計画等の位置付け 

■「熊本市第７次総合計画」Ｈ28.3     

■「熊本市震災復興計画」Ｈ28.10  

■「第２次熊本市都市マスタープラン全体構想」Ｈ29.8 

■「熊本市中心市街地活性化基本計画（熊本地区）Ｈ29.4   など                                   

 

一部抜粋 

ＪＴ跡地 

平成 29 年 7 月 24 日、本市とＪＴは売買契約の締

結に向けた協議に関する覚書を締結し、その協議期限

は 2020 年 4月末までとなっています。平成 29年

10 月 25 日より熊本市が使用貸借し、現在熊本城復

旧工事の資材置場として利用中です。 

ＮＨＫ跡地 

ＮＨＫ熊本放送局は平成 29 年 6 月に機能移転し、

平成 29 年 12 月 14 日、本市とＮＨＫは売買契約の

締結に向けた協議に関する覚書を締結しました。その

協議期限は、2021 年 4 月末までとなっています。

現在は、熊本市が使用貸借し熊本地震関連資料の保管

庫などに利用中です。 

 第３章 計画上の位置付け 

２ 

 ＪＴ跡地 ＮＨＫ跡地 

所在地 熊本市中央区千葉城町 1-5 熊本市中央区千葉城町 2-7 

敷地面積 5,645 ㎡ 11,784.85 ㎡ 

用途地域 第二種住居地域 第二種住居地域 

現高 15～16ｍ 25～26ｍ 

高さ制限 海抜 50ｍ以下（本丸の石垣まで） 海抜 50ｍ以下（本丸の石垣まで） 

 

 ＪＴ跡地 ＮＨＫ跡地 

所在地 熊本市中央区千葉城町 1-5 熊本市中央区千葉城町 2-7 

敷地面積 5,645.94 ㎡ 11,784.85 ㎡ 

用途地域 第二種住居地域 第二種住居地域 

現高 15～16ｍ 25～26ｍ 

高さ制限 海抜 50ｍ以下（天守の石垣まで） 海抜 50ｍ以下（天守の石垣まで） 

 

一部抜粋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

千葉城地区については熊本城の旧城域内

に位置し、千葉城跡として歴史的・文化財

的価値が高いことから遺構の保存や景観の

保全が必要な地区であり、熊本城の復旧は

もとより、100 年先の復元整備を見据え

た上でも重要な地区です。 
 

基本的な考え方  
 

①歴史的・文化財的価値の保存・活用 

②熊本城の復旧の着実な推進 

③「文化交流ゾーン」としての 

回遊性の向上、賑わい創出 

対象区域（ＪＴ跡地・ＮＨＫ跡地）と 

復旧後の一体的な史跡整備イメージ 
 

・熊本城の理解と愛着を深める
・発掘成果に基づいた遺構表示
・交流イベント開催の場
・中心市街地と熊本城をつなぐ
連携活用拠点

建物（管理事務・ガイダンス）
・熊本城復旧復興の拠点
・調査研究の拠点、情報発信
・資料展示、研修、体験学習など

開放的な歴史広場

［ＪＴ跡地］

憩いの歴史広場

［高橋公園］
・緑豊かな憩いの空間
・西南戦争～近現代の歴史表示
など

復旧後に
一体的な
史跡整備

・文化財価値の保存
・千葉城地区の歴史表示
・熊本城の理解促進
・景観保全と緑地の整備

千葉城地区の史跡整備、復旧復興の拠点施設、
周辺文化施設・中心市街地との連携拠点

［ＮＨＫ跡地］

特別史跡熊本城跡は熊本市が管理団体であるため、20 年に及ぶ復旧事業は本市が主体となって進め、復旧

に伴う調査研究・人材育成も担って行きます。長期に及ぶ復旧事業を本市および市民の財産として生かして

いくためには、復旧に伴う調査研究成果などの公開活用を行い、熊本城関連資料を用いた学習支援など多岐

にわたる情報発信を行うためのガイダンス施設が必要です。また、熊本城の管理に関わる建物のほとんどが

被災して使えなくなったため、今後の適切な管理と復旧復興を推進していくための施設確保も必要です。 

ＮＨＫ跡地では千葉城地区としての史跡整備を主としながらも、地形・遺構・景観の保全に配慮して熊本

城の復旧復興に必要な施設を建設し、周辺の文化施設や中心市街地とも連携した効果的な活用を目指してい

きます。また、熊本城周遊バスの利便性を高め、城彩苑・県立美術館本館・市立博物館・県伝統工芸館など城

内の文化施設や中心市街地との回遊性・連携を強化していきます。 

ＮＨＫ跡地（11,784.85 ㎡） 
【土地】特別史跡に追加指定し、国補助なども活用して土地を取得。 

【整備】文化財価値の保存、千葉城地区の歴史を表示、熊本城の理解促進、景観保全と緑地の整備、歴史・文化を

伝える整備、熊本城復旧復興の拠点、熊本城調査研究の拠点 など 

 第４章 保存活用の基本方針 

ＪＴ跡地（5,645.94 ㎡） 
【土地】特別史跡に追加指定し、 

国補助なども活用して土地を取得。 

【整備】当面は復旧事業に使用し、 

その後史跡整備を行う。 

ＪＴ跡地は現在、天守台石材置場として

使用中です（平成 29 年 10 月～）。平坦

地が広く車両の乗入が容易なことから、熊

本城復旧期間においては復旧事業の資材

置場などに使用します。天守台石材置場の

後は、北十八間櫓・東十八間櫓および周辺

の石垣復旧工事に関連する使用を想定し

ています。 

将来的な方針として、復旧使用後は高橋

公園と一体的な史跡整備を想定していま

す。具体的内容は復旧使用中に検討してい

きますが、現時点では「遺構表示を含めた

広場」としての整備を考えています。 
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 第５章 今後の進め方 

特別史跡への追加指定と土地取得 

 本構想に基づき、文化庁およびＪＴ、ＮＨＫと特別史跡への追加指定に向けた協議・手続きを進めていきま

す。 

事業費 

 整備計画の立案に伴い事業費の精査を行います。また整備にあたっては、国・県とも協議を進め、国補助

なども活用していきます。 

整備計画の策定 

今後は具体的な整備計画を立案していきますが、計画立案にあたっては市民・議会をはじめ関係機関から

も意見を聴取し、特別史跡熊本城跡保存活用委員会の指導・助言を基に進めていきます。 

 

旧細川
刑部邸

県伝統
工芸館

県立美術館
（分館）

千
葉
城
地
区

夏目漱石
旧居

市現代
美術館

小泉八雲
旧居

肥後の里山
ギャラリー

城彩苑

新 町
・
古 町

県立
美術館

市立熊本
博物館

熊本城ホール
シンボルプロムナード
（仮称）花畑広場

熊本城、文化施設と中心市街地の連携
回遊性の向上のイメージ

 

想定スケジュール 

 

2019 年～     追加指定の意見具申提出・答申・告示、ＮＨＫ跡地整備計画立案 

2020 年～     ＪＴ跡地取得、ＮＨＫ跡地既存建物解体 

2021 年～     ＮＨＫ跡地取得、ＮＨＫ跡地整備工事基本設計・実施設計・着工 

2024年～     ＮＨＫ跡地供用開始 

★特別史跡熊本城跡の保存管理・復旧整

備・調査研究を一体的に行い、確実な復旧

復興を実現 

・両跡地の歴史的・文化財的価値を恒久的

に保存する。 

・熊本城および千葉城の歴史や地形・景観

などを市民・観光客等に正しく伝える。 

・熊本城学習の主要拠点となる。     

など 

★熊本城文化施設、中心市街地との連携・ 

回遊性を強化  

・中心商店街から近い熊本城の新たな拠点

となり、中心市街地での回遊性が高まる

とともに多機能な連携を行う。 

・熊本城周辺の文化施設と連携し、市民・

観光客の熊本城への多様な学習目的を創

生する。 

など 

期待される効果 

 千葉城地区（ＪＴ跡地・ＮＨＫ跡地）を特別史跡に追加指定し、市が土地を取得し整備・活用することに

よる主な効果を以下のように考えています。 

 


